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　（１）事業概要

　（２）事業の経過
都市計画決定（ 施行区域面積： ２５７．１ｈａ ） （ 県告示１３２３号） 　

宮城県仙台港背後地土地区画整理事務所設置

事業計画決定（ 県告示９０３号）

第１回仙台港背後地土地区画整理審議会開催

事業計画変更（ 県告示１６７号）

第１回仮換地指定通知の発送

都市計画決定（ 施行区域面積：２５８．５ｈａ） （ 県告示１９０号）

事業計画第２ 回変更（ 県告示８３３号）

保留地公募開始

事業計画第３回変更（ 県告示１０６１号）

事業計画第４回変更（ 県告示４０９号）

事業計画第５回変更（ 県告示４９０号）平成 25年 5月 31日

平成 6年 3月 31日

平成 23年 5月 27日

平成 17年 9月 20日

平成 14年 2月

平成 10年 7月 31日

平成 9年 2月 18日

平成 6年 2月 18日

平成 4年 3月 7日

平成 3年 7月 23日

平成 3年 4月 1日

平成 2年 11月 16日

仙台港背後地は、東北唯一の国際拠点港湾である仙台塩釜港（仙台港区）に隣接する地区

であり宮城県はもとより、東北地方の国際貿易・交流拠点として、また、仙台都市圏の物流拠

点、工業生産拠点としての機能を持つべき地区としてその整備が望まれています。

そこで、宮城県と仙台市は、２１世紀に向けて東北地方の発展を先導し、国際化・情報化等に

対処する計画的な都市基盤整備を共同で行い、アメニティに富んだ魅力あるまちづくりを推進し

ています。

仙塩広域都市計画事業 仙台港背後地土地区画整理事業 宮城県

約２５８．５ｈａ（仙台市 約２４８．７ｈａ、多賀城市 約９．８ｈａ） 平成３年度～平成２９年度

629.4億円

平均２９．８５％（公共減歩 １８．２０％、保留地減歩 １１．６５％）

将来昼間人口 約１６，６００人

将来夜間人口 約２，４００人

３２２戸（うち要移転戸数：３０９戸）

事業の名称

施工面積

総事業費

減 歩 率

計画人口

建築物戸数

事業期間

施行主体

位 置 図
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　（３）土地利用計画

　

　（４）事業地区全景

事業面積 ２５８．５ ha

至 松島・石巻 至 仙台市街地

仙台港
ＩＣ仙台港北

ＩＣ

三井アウトレットパーク 仙台港

仙台港IC

仙台塩釜港（仙台港区）

仙台塩釜港

（仙台港区）
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　（５）事業地区の特徴

事業地区内には、仙台東部道路『仙台港ＩＣ』が平成２４年１２月１日に開通し、事業地区に隣

接する仙台東部道路『仙台港北ＩＣ』と併せ、仙台南部道路・仙台北部道路経由で東北縦貫自

動車道を利用することにより、東北各都市や首都圏とのアクセスがさらに向上しています。

また、東北新幹線や仙台空港の利用により、日帰りビジネスも充分可能で、日々スピードアップ

するビジネスシーンに対応します。

　■高速道路利用による各地への距離と所要時間（８０ｋｍ／ｈ）

インターチェンジ 距離(km) 所要時間

仙台空港ＩＣ 17.6 0:10

山形北ＩＣ 74.3 0:55

盛岡ＩＣ 178.5 1:55

秋田南ＩＣ 234.9 2:53

福島西ＩＣ 92.0 1:02

浦和本線ＩＣ 342.1 3:32

大衡ＩＣ 26.7 0:20

目的地

仙台北部中核団地

東京都内

福島市内

秋田市内

盛岡市内

山形市内

仙台空港

　■仙台空港の航空路線（定期便）

　区分 路線数 便数

国際線 ５路線 週１７往復

国内線 ８路線 １日４４往復

　■ＪＲ利用による各地への距離と所要時間

　　　　　　発駅 　着駅 所要時間

ＪＲ仙石線陸前高砂駅 0:16

　　　　　〃中野栄駅 0:18

東京駅 1:31

新青森駅 1:27

盛岡駅 0:43

秋田駅 2:08

福島駅 0:22

仙台駅

（東北新幹線利用）

仙台駅

平成２５年 ３月２１日 現在
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地区に隣接する仙台塩釜港（仙台港区）は、石巻港、松島港と統合し、港区毎の適切な機能

分担による港湾施設のさらなる有効活用などが期待され、地区内の物流拠点としてのポテン

シャルが一層高まりました。

三港統合を受けた港湾計画の改訂

(平成25年7月26日)

東北をけん引する中核的国際拠点

港湾の実現

◆効率的・効果的な復旧計画

◆投資効果の最大化

◆東北の産業競争力等をけん引

◆広域的な防災体制の構築

三港統合一体化にすることにより，港湾

機能と既存ストックの有効活用が可能

●国際拠点港湾 仙台塩釜港

●重要港湾 石巻港

●地方港湾 松島港

港湾計画改定・三港統合

RORO船

自動車運搬船など

フェリー

中野埠頭

高砂コンテナターミナル

コンテナ船

仙台塩釜港のアウトライン

フェリー埠頭

プライベートバース

高松埠頭

エネルギー基地

雷神埠頭

東北を牽引する中核的国際拠点港湾の実現を目指し，仙台塩釜港，石巻港，松島港を統合一体化

5



未来をえがく、ゆめのあるまち。　　

第１章　仙台港背後地土地区画整理事業の概要 みなと仙台ゆめタウン

　

仙台塩釜港（仙台港区）では、北米や中国、韓国をダイレクトに結ぶ国際コンテナ定期航路の

他に、京浜港を経由して、世界各国と結ぶ国際フィーダーコンテナ定期航路も充実しており、世

界主要国へワールドワイドなコンテナサービスが提供されています。

これにより、東北地方の貨物が安いコストで仙台塩釜港（仙台港区）から直接海外へ輸出入が

可能です。
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